
総合開館 30周年記念
恵比寿映像祭 2025　教育普及プログラム

筆談鑑賞会「Docs: イメージ＋言葉＋筆談」

聞こえない人、聞こえにくい人、聞こえる
人が筆談をしながら一緒に作品鑑賞を楽し
むプログラムです。

文字や絵でイメージと言葉を記録すること
で、新しいドキュメンタリーが見えてくる
かもしれません。

画像提供：長崎県美術館

〒153-0062 東京都目黒区三田 1-13-3
恵比寿ガーデンプレイス内
TEL 03-3280-0099( 代 )
FAX 03-3280-0033

生まれつき耳が聞こえない。アート愛好者の両親に連れられて３歳から美術館に通う。関西学院大学
社会学部卒業後、会社勤めの傍ら休日には国内外の美術館や野外芸術祭を巡り、様々なアートとの対
話を無上の喜びとする。徳島県立近代美術館でアートイベントサポーターとして活動し、10年目にな
る。その中で筆談による対話型鑑賞プログラムを企画し、現在も進化中。
2024年は、筆談鑑賞会を徳島県立近代美術館、京都国立近代美術館、東京都渋谷公園通りギャラリー、
長崎県美術館、三重県立美術館、札幌国際芸術祭、KYOTOGRAPHIE、ZENキューブでつなごう展 (善
通寺市 )で実施。

小笠原 新也（耳の聞こえない鑑賞案内人）

案内人：小笠原新也（耳の聞こえない鑑賞案内人）
日　時：2025年 2月 15日（土）14：00－16：30
会　場：東京都写真美術館
参加費：無料
対　象：小学１年生以上、どなたでも　※低学年は、大人の付添いが必要です。
定　員：12名（事前申込制、応募多数の場合は抽選）
申込方法：参加申込書をメールまたは FAXでお送りください。
　　　　　メール件名は「筆談鑑賞会」と必ずご記入ください。
メールアドレス：topsppp_1530062@topmuseum.jp
申込締切：１月３０日（木） １２：００
　　　　　参加の可否は２月 1日（土）以降にメールまたは FAXでご連絡します。
　　　　　　  ※やむを得ない事情により、内容が変更になる場合がございますので予めご了承ください。

手話通訳付きインクルーシブワークショップ


